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	応用
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	背景
	触媒活性：ホスファチジルコリン + H(2)O = 1-アシルグリセロホスホコリン + カルボン酸塩。,ドメイン：N末端C2ドメインは脂質膜に会合し、細胞質Ca(2+)の上昇に応じて活性部位を基質に提示することで酵素の調節を媒介する。,酵素調節：細胞質Ca(2+)によって刺激される。,機能：カルシウム依存性ホスホリパーゼA2は、グリセロリン脂質のsn-2位を選択的に加水分解する。,類似性：1つのC2ドメインを含む。,類似性：1つのPLA2cドメインを含む。,細胞内局在：カルシウム依存的にリソソーム膜に移行する。,触媒活性：ホスファチジルコリン + H(2)O = 1-アシルグリセロホスホコリン + カルボン酸塩。,ドメイン：N末端C2ドメインは脂質膜に会合し、細胞質Ca(2+)の上昇に応じて活性部位を基質に提示することで、その調節を媒介する。,酵素調節:細胞質Ca(2+)によって刺激される。,機能:カルシウム依存性ホスホリパーゼA2は、グリセロリン脂質のsn-2位を選択的に加水分解する。,類似性:1つのC2ドメインを含む。,類似性:1つのPLA2cドメインを含む。,細胞内局在:カルシウム依存的にリソソーム膜に移行する。,
	研究分野
	グリセロリン脂質代謝、エーテル脂質代謝、アラキドン酸代謝、リノール酸代謝、α-リノレン酸代謝、MAPK_ERK_Growth、MAPK_G_Protein、血管平滑筋収縮、VEGF、Fc ε RI、Fc γ R を介した貪食作用、長期抑制、GnRH;
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	PLA2G4E抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。

